
副分団長

(日) ～ 9:50

分団長

消防　太郎

（場所） 阿賀野市〇〇地内　〇〇寺　境内

【消防確認事項記入欄】※必要な箇所にレ点チェック

□道路使用許可　　□消火栓減免申請　　□河川等管理者届出　　□自治会報告

□その他特記事項（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【訓練（会議）目的】
建物火災を想定した放水訓練
　
【訓練（会議）内容】
(想定)〇〇寺で火災が発生したため、〇〇第〇分団による一斉放水。
　
使用水利：直近防火水槽及び消火栓NO.32-4
　9：00　通報訓練
　9：05～　1-1・1-2　防火水槽に部署。放水開始
　9：10～　1-3・1-4　消火栓に部署。放水開始
　分団長による動線の確認、訓練での注意事項
　
　～訓練注意点～
①ホースの配置について・・・庭木などの障害物が混在しているため、ホースの屈折に注意が必要。
②積載車の誘導について・・・会場が狭隘のため安全管理を徹底すること。
 
分団長の総括
・1か月に1回の資器材点検はしっかりやる。
・ホース延長の訓練を再度実施すること。
・自分の家が火事になったと思い活動する。
・少人数でも放水訓練はできるため、定期的に消火栓使用、ホース延長実施し、放水要領を習得するこ
と。
　
【所感】
　小型ポンプのエンジンがかからない、資器材の把握ができていない等の問題点が散見された。
　上記の問題点に関しては、各部で資機材点検実施し、分団長に報告するよう指示しました。今回の訓練
は基本的な訓練であるが、団員が確認できたことは良かった。今後も継続し同様の訓練を企画し、資器材
取扱い及び放水要領の習熟に努めます。
　
【その他】
　次回開催　〇月〇日　会場〇〇

件名：　機動訓練or○○会議（〇〇第〇分団）

〇〇第〇分団 分団長

計 画 書        報 告 書

令和8年4月1日

（参加者）
〇〇方面隊長
〇〇分団長
〇〇副分団長
〇〇第１、第２、第3分団(〇〇名)

8:30

内　容
（開催日） 令和8年4月1日

記入例

※分団長記入の場合、副分団長がチェック


